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要 旨 国立病院機構九州医療センター（当院）は1994年開設時より臨床研修のモデル施設と
して医師の卒前教育・卒後臨床研修を担っており，2015年には総合入院体制加算施設，

2016年には救命救急センターに指定された．当院の剖検率は開院時から３年間は20％台であった
が，ここ10年は８％以下，2016年度は２％と過去最低であり，日本内科学会認定教育施設要件を
満たせないことが懸念された．そこで2017年度後半から情報共有，臨床病理検討会の活性化，診
療録活用に取り組み，病院全体として解決するための取り組みを行った．その結果，2017年度７％，
2018年度５％と剖検率が向上した．総合入院体制を有する新専門医制度研修基幹施設では教育部
門，診療部門，臨床研究部門など関係部門が一体となって剖検関連活動に取り組むことが重要で
ある．研修医・内科専門医を目指す専攻医に剖検の機会を提供することでより深い病態の理解を
促し，ひいては医療の質を高めることに貢献するものと考える．
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はじめに

　国立病院機構九州医療センター（当院）は救急科，
病理診断科を含め43診療科を有し，病床数702床，
286名の医師を含む1,400名を超える職員が在籍して
いる．日本内科学会認定教育施設であり毎年１年次

研修医，２年次研修医をそれぞれ30名前後が在籍し
ている．その認定基準には内科剖検体数が10体以上
あること，臨床病理検討会（Clinico-pathological 
conference ; CPC）が年５症例以上定期的に開催さ
れていることと明記されており，CPCレポート作成
が研修修了の要件と定められている．加えて2017年
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病理剖検数向上に向けた
九州医療センターの取り組み
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